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1) r明治中期産業運動資料」第 l集「農事調査J(日本経済評論社 1980年)。

























5)現実には東北地方には晩稲種も数多く栽培きれていた。嵐嘉 r近世稲作技術史J (農山漁村文化協会 1975年)によれば
「藩政時代より引継がれた晩稲晩植を主体とする東北地方の稲作は，明治前期はまだあまり大きな変化はなかったようであ
るJ (p.234)としている。しかし，晩稲種の冷害年における被害は甚大で，早生種の数分の 1の収量になってしまうという
山本文二郎 rこめの履歴書J (家の光協会 1986年)p.31。このため，藩政時代よりすでに，晩稲禁止令が打ち出されてお





れるが 松尾孝嶺 rお米とともにJ (玉川大学出版部 1976年)p.54・嵐嘉_r前掲書J p.281，その本格的な展開は明治後
年~大正期にかけてである。また，その完成は保温祈衷苗代が導入された昭和30年以降のことである。
10)稲の発芽のためには摂氏10度前後の温度が必要ときれる:有薗正一郎『近世農書の地理学的研究J (古今書院 1986年)
p.132，高橋成人 rイネの生物学.D (大月書宿 1982年)p.82。また.苗代の水温は15度以上，出穂から成熟までに最低800度





ところでV郡別記録が利用できるのは東北6県中 4県:青森， 秋田， 山形，福島， に限られる。
グラフ lは， これら 4県51郡を統合した分と，各県毎について， それぞれ，播種「普通」期日を 5
日刻みに頻度数で表わしたものでみる 12)。まず，統合のグラフ 1-1より前述したこの地方の晩蒔き
の一一グラフでは各郡の播種期日が4月下旬後半-5月初旬に集中している一一様子が確認できる。
グラフ 1 東北地方 4県の矯種「普通」期日
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次に， これを各県毎に眺めると， 青森県(グラフ 1-2)では， 郡によって播種期日に大きなパラ
ツキがあることがわかる。 そして， 興味あることに， グラフには郡名を書き込んでいないが，播種





始期， 終期は， それぞれ， 5月5日， 5月25日で、あった。 日本海側の播種完了後きらに10日程たっ
てようやく太平洋岸で種蒔きが開始きれる有様であった。 なお， 同じく太平洋岸に位置する岩手県









































表 1 福島県の播種「最早J. r普通J. r最晩」期日
4 月 5 月
地区 郡 名 1- 6- 11- 16- 21- 26- 1- 6- 11-
5日 10 15 20 25 30 5 10 15 20 I 
部東 菊多 早 普 晩
磐前 早 普 晩
j兵 磐城 早 普 日免
通 楢葉 早 普 晩
り 標葉 早 普 晩
1也 行 方 早 普 町主
方 字多 早 普 H免
東白川 早 普晩
部中 西白川 早普 晩
石 川 早 普晩
通中
岩 瀬 早 普晩
田村 早 普 晩
安積 早 普 晩
t也 安達 早 立E重ヨE 晩
方 信夫 早 普 晩
伊達 早 普晩
音西E 南会津 早 普 晩
北会津 早普 晩
会Ii撃也
大沼 早 普 晩
河 沼 早 普
方 耳E 麻 早 普


















ある。 この地方での播種期の早化には， 当時， 自ずと限度があったことは考えおかなければならな
b、。 なお， 太平洋岸では，南下して福島県(浜通り地方)辺りになると， 温暖な気象のため， 青森県
などと比べると播種期もずい分と早くなっている。 ただし， これも(4月下旬前半)，全国的には， 襟
準作期であったことを付け加えておこう。
3. 挿秩期
挿棋(回植え)期に目を転じよう。東北4県51郡の挿秩「普通」期日は， グラフ 2のとおり， 6月
1日-15日をピークに上匂後半~中匂の15日間に集中している。 これは全国並みの期日といってよ
い。播種は全般的に遅目であったのだから， 田植えまでにその遅れを取り戻した格好になる。
これを表 2・(2)欄で県別にみると， まず青森県では(平均6月14.6日)， 遅い田植えは上北郡と下北
郡で記録されていた。 ともに太平洋岸である。 これに対して日本海側の津軽地方では 6月の上旬を
「普通」 とするところが多し 県の東西でみられる作期の早晩は播種期とほぼ対応的であった。 と
くに太平洋岸の播穫の遅れはそのまま挿棋に持ちこきれたとみてよい。
次に秋田， 山形県をみると，挿棋は (r普通」期日の平均は， それぞれ， 6月10.7日， 6月9.8日)， いず
れも， 青森県より早目であった。 また， 両県ともとくに海沿いの平坦部で田植えが早くなっている
様子が判明する。すなわち，秋田県では能代，秋田，本荘平野を有する山本， 南秋田， 河辺， 由利
の各郡， 山形では庄内平野にかかる西田川j，飽海郡で田植えは 5月末-6月上旬と早し 一方，平
坦部から内陸， 山間奥地に向うにつれて:秋田では仙北， 鹿角，平鹿，北秋田の各郡， 山形では村










































(1)播種普通」期日 (0) (2) 挿秩普通」期8 (ム)
県 池区 郡名
4 月 5 月 6 月
16 21 26 l 6 11 16 21 26 1 6 11 16 21 26 1 













}摩羊 下北 。 ム


































































(3) 収穫「普通」期日 (X) (4) 播 種 挿 (5) 挿秩収 (6) 播穫種日 収
9 月 10 月 11 月 秩日数(二 穫日数(= 数(=
6 11 16 21 26 1 6 11 16 21 26 1 6 11 苗代日数) 本田日数) 生育日数)
10 15 20 25 30 5 10 15 20 25 30 5 10 15 日 日 日
× 51 116 167 
× 51 107 158 
X 42 115 157 
× 43 110 153 
× 48 125 173 
× 36 127 163 
× 
46 県iA平均il 107 県il平均.2) 153 県(1平均.5) X 48 ('45. 115 U1'5 163 ('I6'0 
× 37 123 160 
× 41 94 135 
X 43 118 161 
× 32 120 152 
× 42 132 174 
× 47 118 165 
× 56 102 158 
× 56 117 173 
× 46 (44.4) 117 (115.6) 163 (160.0) 
X 32 125 157 
X 32 153 185 
X 33 130 163 
× 43 112 155 
X 45 92 137 
× 47 122 169 
× 50 103 153 
× 42 123 165 
× 35 135 170 
× 41 117 158 
× 50 112 162 
× 45 115 160 
× 44 (41.4) 117 (119.6) 161 (161.0) 
× 48 143 191 
× 56 126 182 
X 56 132 188 
× 54 122 176 
X 54 124 178 
× 44 136 180 
X 44 122 166 
× 49 135 184 
× 41 122 163 
× 54 143 197 
X 49 131 180 
× 49 103 152 
× 45 117 162 
× 57 129 186 
× 54 123 177 
× 40 135 175 
× 46 123 169 
× 34 124 158 
× 36 128 164 
× 31 132 163 



























































































































































































































この点は，各郡の収穫「最早J (=始期)， r最晩J (=終期)の記録をみるとはっきりする。すなわち，
青森県では刈入れの開始の最も早いところでも 9月中旬後半，半数の郡(4郡)が10月以降に刈入れ
を始めている。全郡の「最早」の平均は 9月30日，後述の秋田や山形より 1週間も遅くなっている。













































































表 3 東北地方 B県早，中，晩稲作付比率
早稲 中稲晩稲
% % % 
青 本"'"木 3l.3 37.6 31.1 
正山王 手 24.9 43.6 31.5 
秋 田 32.5 45.4 22.1 
山 官主 39.3 40.8 19.9 
邑 城 17.4 48.0 34.6 
福 島 23.0 41.9 35.6 
(全国) (20.4) (43.3) (36.3) 
2)福島県 r農事調査』は郡毎に 2毛作地反別を記録しているが，これによると， 2毛作地は浜通り地方 5郡に存在し，この
うち菊多郡の54.2町歩(2毛作率3.7%)が最大てコ他の 4郡の反別は0.5-3.3町歩にすぎなかった。
23)晩生種の多収性については嵐嘉一『前掲書J p.232，大野辰美 r種子戦争が始まっているJ (東洋経済新報社 1983年)
p.123。

















作 付 比 率 反当収量
早稲 中稲 晩稲 早稲 中稲 日免稲 平均
% % % 石 石 石 石
菊 多 11.6 54.0 34.4 1.522 1.519 1.705 1.583 
浜 磐 前 18.7 49.1 32.2 1.615 1.641 1.538 1.603 
通 磐 城 16.4 48.3 35.3 1.620 1. 711 1.862 1. 749 
楢葉 24.3 40.6 35.1 1.420 1.703 1.824 1.677 
地 標 業 17.4 35.9 46.7 1.408 1.663 1. 747 1.658 
方 行 方 32.9 38.4 28.7 1.448 1.590 1.626 1.554 
字 多 27.6 33.2 39.2 1.624 1.403 1.255 1.406 
東白)I[ 23.4 55.7 20.9 1.327 1.376 1.354 1.360 
西白川 15.0 65.7 19.3 1.493 1.451 1.512 1.469 
中 石川l 13.7 65.0 21.3 1.370 1.415 1.294 1.383 
通 岩瀬 16.4 47.8 35.8 1.401 1.650 1.728 1.637 
り 田 村 22.9 37.0 40.1 0.962 1.056 1.080 1.044 
地 安積 10.6 45.8 43.6 1.467 1.584 1.643 1.597 
方 安達 15.1 42.0 42.9 1.236 1.256 1.494 1.355 
信夫 9.7 62.2 28.1 2.100 2.302 2.100 2.100 
伊達 25.3 43.4 31.3 1.296 1.409 1.380 1.371 
南会津 35.1 40.7 24.2 1.190 1.180 1.198 1 188 6 
~三、北会津 34.2 47.7 18.1 1.569 1.443 1.995 1.58 
i掌 大 沼 23.7 64.0 12.3 1.617 1.876 1.589 
地
方 河沼 38.5 29.7 31.8 1.577 1.581 1.609 

























































表 5 東北地方 4県の郡別度当収量
県 地区 郡 名 石 県 地区 郡名 石
日 西津軽 0.999 山 山 南置賜 1.370 
本 北津軽 1.160 





南津軽 1.600 地 米沢市 1.570 
恨1 東津軽 1.135 形 部 最 上 0.980 
森
俸平i太羊




下北 0.900 通 磐 城 1.750 
り 楢葉 1.700 





南秋田 1.422 字多 1.400 秋 音E 山本 0.815 
福 東白川l 1.380 
山 雄勝 1.160 中 西白川 1.460 
間 平 鹿 1.400 石川 1.390 




地 北秋田 1.288 田村 1.130 
部 鹿角 1.200 地
安 積 1.600 
安達 1.360 
沿 西田川 1.700 方 信夫 2.100 
海 東田川 1.110 島 伊達 1.370 
山 部 飽海 1.100 
it 南会津 1.500 山 南村山 2.000 
i章
北会津 1.600 
間 西村山 1.630 大沼 1.780 
形 東村山 2.025 
地 河沼 1.590 盆 方
地 山形市 2.150 耳E 麻 1.600 
































26)嵐嘉_r日本赤米考J (主主山間出版 1974年)pp.82-86o 
27)山本文二郎 r前掲書J p.35， p.269。
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